
2023/08/04 Fri. 神戸生活創造センター 

KCCC例会 ド ロ ー ン と 遊 ぼ う 

 

 

今日のテーマ： 空飛ぶプログラム 

         ～超簡単なプログラミングでトイドローンを飛ばそう！～ 

 

  めあて： ドローン開発の歴史を振り返り、未来に想いを馳せるとともに、 

       自分が作った簡単なプログラムで、トイドローンを飛ばしてみよう。 

 

今日の主役：  TELLO edu（jp）＊1 （＊1 TELLOであれば、eduでなくても可） 

         ・DJIのテクノロジーを搭載したRyze Tech社製の軽量小型のドローンで、

バッテリーを搭載した状態で100g未満という、資格や免許を要しな

いトイドローンである。簡単なプログラムによって飛行させること

が可能なためプログラミング教育で使用されることも多い。ただし、

飛行場所や飛行距離については航空法等の規制が適用され、自治体

の条例等にも従う必要がある。基本的には15歳以上の使用を前提と

している。 

 

         プログラミング言語 Scratch 

         ・Scratch財団がマサチューセッツ工科大学（MIT）メディアラボ ラ

イフロングキンダーガーデングループと共同開発した。8～16歳

のユーザーを主ターゲットとする無料教育プログラミング言語

で、ブロックを組み合わせることで猫のキャラクタなどを制御す

る。 

 

今日の活動：  １ Tello 用の拡張機能を含む Scratch 3 を準備する。 

         ・実際にWEB上から、自分のPCにダウンロードして展開する。 

         ・予め講師が準備したシステムを、自分のPCにコピーして使う。 

        ２ Scratch を起動して、Tello 用拡張機能を組み込む。 

        ３ ブロックを並べて簡単な飛行手順を作り、自分のPCに保存する。 

        ４ 一旦 Scratch を終了し、Tello と自分のPCをWi-Fiで接続する。 

        ５ 再びScratch を起動し、保存していたプログラムを読み込む。 

        ６ プログラムをスタートさせ、ドローンを飛ばせる。 

         ※PCをお持ちでない場合、ご遠慮なく講師のPCをお使いください。 

上記の面倒な手順を省略することが可能です。 

 

        なお、スマートフォンでTelloを操作できるアプリもあります。 



ご一緒に考えたいこと： 

 

  この機体には GPS 機能が搭載されていないことに加えて、バッテリーを装着した

状態でも機体重量は 100ｇ未満という軽さです。そのため、室内で飛行させた場合

でも換気やエアコンの風による影響で、思い通りの飛行が実現できない場合があり

ます。また、フリップ（宙返り）を組み込んだ場合、開始点と終点の間にずれが生

じます。 

  このような事象を回避することを考えてプログラミングすることの必要性や、 

自動修正プログラムを組み込むことの重要性が理解できれば、よい学びにつながる

ことと思います。この機体にも最低限のフェイルセーフ機能は装備されていますが、

万全ではありません。人命を守ること、それは、人が操縦する場合、コンピュータ

や AI 等の支援を受けて人が操縦する場合、自動操縦による場合、いかなる場合に

おいても最重要となる基本的な考え方であると思います。 

  ドローンを用いてプログラミングをするという経験は、安全に対する考え方だけ

でなく、学び方を学ぶ良い機会であると考えています。 

 

  



【資料】Tello 用 Scratch 3 の準備について 

 

  Windows 用、macOS 用、いずれの場合も、 

https://github.com/kebhr/scratch3-tello/releases 

からダウンロード可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロード先は「デスクトップ」が好都合ですが、「ダウンロード」フォルダ

の場合は、ダウンロード完了後、デスクトップに移動してもかまいません。 

 

         Windows の場合は、このようなアイコンを右クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         「すべて展開」を選んで 

                          クリックします。 

 

                          展開場所は、 

「デスクトップ」にします。 

 

                         「ここに展開」または 

                          

 

 

 

← 必要な OS を選んでください。 



 

         展開が終わると、このようなアイコンが作られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダを開き、少し下の方にある 

「Scratch3-Tello.exe」を選んでクリックします。 

注：設定の状況によっては「.exe」の部分が表示されないこともあります。 

 

これによって、Tello 用 Scratch 3 が起動します。 

 

 

 

 

 

                           起動したら、 

                           左下のボタンを 

クリックします。 

 

 



 この画面で、「Tello」を選ぶと、拡張機能が組み込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これで、プログラミングを始める準備ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Tello にさせたい動作を思い浮かべながら、緑色のブロックを並べましょう。 

 

 

※ これ以後は資料を参考に、プログラミングをお楽しみください。 



【資料】 Ｔｅｌｌｏ の飛行に必要な Scrachi の基本的なコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベント 

 

「スタート」が押されたとき 

 

（  ）キーが押されたとき 

※ スペースキーの他、いろいろなキーを指定することが 

できます。 

制御 
 
（  ）秒待つ 

 

（  ）回くり返す 

※ 正多角形を描く時など、同じ動きをする部分を中に 

うめこみます。 

 

プログラムの最後に、このコードを使います。 

※ 「このスプリクトを止める」を使うことが多いです。 

音 
 
 Tello のプログラミングでも、音を鳴らすことができます。 
 ただし、音は PC のスピーカーから出るだけで、Tello から 
は出ません。 

 必要に応じて使うと効果的ですが、音を鳴らし続けること
で飛行に影響が出ないようにすることが必要です。 
 あくまでも付加的なコードだと考えましょう。 



Ｔｅｌｌｏ の飛行に必要なコード（初級用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

離陸する 
 

着陸する 

上に（ ）cm 上がる 
 

下に（ ）cm 下がる 
 

左に（ ）cm 動く 
 

右に（ ）cm 動く 
 

前に（ ）cm 進む 
 

後ろに（ ）cm 下がる 
 

（ ）度右に回る 
 

（ ）度左に回る 
 

（前，後ろ，左，右）に宙返りする 

ｘ：（ ） y：( ) z：（ ）に（ ）cm/s で飛ぶ 
 

ｘ：（ ） y：( ) z：（ ）から 

ｘ：（ ） y：( ) z：（ ）に（ ）cm/s でカーブしながら飛ぶ 



L-1 

イベント： 「スタート」が押されたとき 

Tello： 離陸する 

Tello： 着陸する 

制御： このスクリプトを止める 

上に（ ）cm 

下に（ ）cm 

左に（ ）cm 

右に（ ）cm 

前に（ ）cm 

後ろに（ ）cm 

（ ）度右に回る 

（ ）度左に回る 

（ ）に宙返り 

離陸する 

着陸する 

離陸してから着陸するまでの動作を考えて 

動作の順に命令コードを書き並べましょう。 


















